
花
嵐
の
剣

脚
本
　CineO

ps

第
一
稿

（
こ
れ
は
サ
ン
プ
ル
脚
本
で
す
）

時
代
設
定
：
慶
応
三
年
（1867

年
）
／
京
都
・
伏
見
・
大
坂

登
場
人
物
（
主
要
）

　
杉
田
玄
之
介
（
げ
ん
の
す
け
・30

）…
…

主
人
公
／
市
中
の
剣
術
道
場
「
心
明
流
」
師
範
代

　
杉
田
さ
よ
（25

）…
…

玄
之
介
の
妻
／
元
武
家
の
娘

　
杉
田
ち
よ
（7

）…
…

二
人
の
娘

　
今
津
平
八
郎
（48

）…
…

「
心
明
流
」
宗
家
／
玄
之
介
の
師

　
塩
屋
伊
織
（28

）…
…

玄
之
介
の
兄
弟
子
／
腕
は
一
番

　
鹿
島
十
四
郎
（22

）…
…

玄
之
介
の
弟
弟
子

　
蘆
屋
宗
次
（40

）…
…

薩
摩
脱
藩
浪
士
／
玄
之
介
の
旧
友

　
榊
原
主
水
（55

）…
…

徳
川
方
・
見
廻
組
肝
煎

　
榊
原
左
近
（24

）…
…

主
水
の
嫡
男

　
西
郷
久
次
（38

）…
…

薩
摩
藩
士
／
蘆
屋
の
同
志

　
茶
店
の
女
・
お
り
ん
（23

）…
…

伏
見
の
茶
店
「
柳
屋
」

　
町
医
者
・
藤
川
玄
庵
（60

）

　
隠
居
老
人
・
仙
蔵
（75

）

　
幼
年
の
玄
之
介
（
回
想
／10

歳
）

　
若
き
さ
よ
（
回
想
／17

歳
）

場
所
（
ロ
ケ
地
）

　
京
都
・
心
明
流
道
場
（
外
観
／
稽
古
場
／
母
屋
／
玄
之
介
の
私
室
）

　
伏
見
・
茶
店
「
柳
屋
」

　
鴨
川
河
原

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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祇
園
の
町
並
み

　
二
条
城
付
近

　
大
坂
・
蔵
屋
敷
前

　
山
中
の
街
道
（
逃
走
シ
ー
ン
）

　
玄
之
介
の
生
家
・
播
磨
国
の
田
舎
（
回
想
）

　
戦
場
（
伏
見
・
鳥
羽
街
道
）

─
─

─
─

─
─

─
─

─

○
１
　
京
都
・
鴨
川
河
原
（
早
朝
）

　
慶
応
三
年
秋
。

　
川
面
に
薄
い
霧
。

　
遠
く
東
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
。

　
白
い
稽
古
着
の
男
・
玄
之
介
（30

）、
木
刀
で
素
振
り
。

　
一
振
り
、
二
振
り
、
三
振
り
。
裂
帛
の
気
合
。

玄
之
介
「
セ
イ
ッ
！
　
セ
イ
ッ
！
」

　
汗
が
額
か
ら
落
ち
る
。

○
２
　
心
明
流
道
場
・
外
観
（
朝
）

　
町
中
の
道
場
。

　「
心
明
流
」
の
木
看
板
。

　
塀
越
し
に
稽
古
の
声
。

○
３
　
心
明
流
道
場
・
稽
古
場
（
朝
）

　
板
の
間
。

　
門
弟
二
十
名
ほ
ど
が
稽
古
。

　
年
長
か
ら
少
年
ま
で
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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上
座
に
宗
家
・
今
津
平
八
郎
（48

）。

今
津
「
杉
田
、
組
手
の
相
手
を
し
て
や
れ
」

玄
之
介
「
は
っ
」

　
鹿
島
十
四
郎
（22

）
が
前
に
出
る
。

　
二
人
、
木
刀
を
構
え
る
。

　
礼
。

　
斬
り
合
い
が
始
ま
る
。

　
玄
之
介
の
動
き
、
静
か
で
、
鋭
い
。

　
鹿
島
、
受
け
続
け
る
。

　
最
後
、
玄
之
介
が
鹿
島
の
右
肩
を
軽
く
打
ち
、
決
着
。

今
津
「
そ
こ
ま
で
」

○
４
　
心
明
流
道
場
・
母
屋
（
昼
）

　
台
所
の
土
間
。

　
妻
・
さ
よ
（25

）、
昼
食
の
支
度
。

　
七
歳
の
娘
・
ち
よ
、
框
に
腰
掛
け
て
見
て
い
る
。

さ
よ
「
ち
よ
、
お
父
さ
ま
に
、
お
膳
を
お
持
ち
し
て
」

ち
よ
「
は
い
」

　
ち
よ
、
お
膳
を
抱
え
、
稽
古
場
へ
。

○
５
　
心
明
流
道
場
・
玄
之
介
の
私
室
（
昼
）

　
六
畳
一
間
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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文
机
、
刀
掛
け
、
書
物
。

　
玄
之
介
、
稽
古
着
の
ま
ま
、
書
を
広
げ
て
い
る
。

ち
よ
「
お
父
さ
ま
、
お
膳
で
ご
ざ
い
ま
す
」

玄
之
介
「（
振
り
向
き
）
ち
よ
、
あ
り
が
と
う
」

　
ち
よ
、
お
膳
を
置
き
、
退
が
ろ
う
と
す
る
。

玄
之
介
「
ち
よ
」

ち
よ
「
は
い
」

玄
之
介
「
父
の
絵
を
、
見
る
か
」

　
玄
之
介
、
引
き
出
し
か
ら
折
り
畳
ま
れ
た
絵
図
を
出
す
。

　
故
郷
・
播
磨
の
田
舎
の
景
色
。

ち
よ
「
き
れ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
」

玄
之
介
「…

…

い
つ
か
、
連
れ
て
行
く
」

○
６
　
伏
見
・
茶
店
「
柳
屋
」（
昼
）

　
街
道
沿
い
の
茶
店
。

　
縁
台
が
四
つ
。

　
女
将
・
お
り
ん
（23

）、
茶
を
運
ぶ
。

縁
台
の
一
つ
に
、
蘆
屋
宗
次
（40

・
薩
摩
脱
藩
）、
頬
被
り
を
し
て
座
っ
て
い
る
。

　
す
げ
笠
を
膝
に
。

　
遠
巻
き
に
、
物
見
の
者
（
薩
摩
藩
士
・
西
郷
久
次
／38

）。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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蘆
屋
、
茶
を
す
す
る
。

蘆
屋
「
お
り
ん
殿
、
す
ま
ぬ
が
な
」

お
り
ん
「
は
い
」

蘆
屋
「
こ
の
書
状
を
、
心
明
流
の
杉
田
玄
之
介
殿
に
」

　
蘆
屋
、
懐
か
ら
結
び
文
を
出
す
。

お
り
ん
「…

…

は
い
」

○
７
　
京
都
・
町
中
（
夕
）

　
夕
暮
れ
の
京
の
町
。

　
浪
人
た
ち
の
一
団
が
、
提
灯
を
掲
げ
て
歩
く
。

　
見
廻
組
。

先
頭
は
榊
原
主
水
（55

）
と
息
子
・
左
近
（24

）。

主
水
「
最
近
、
脱
藩
浪
士
が
京
に
増
え
て
お
る
」

左
近
「
父
上
、
幕
府
の
威
信
、
示
す
べ
き
と
き
と
存
じ
ま
す
」

主
水
「
軽
々
に
申
す
な
」

○
８
　
心
明
流
道
場
・
稽
古
場
（
夕
）

　
稽
古
終
わ
り
の
門
弟
た
ち
、
汗
を
拭
く
。

塩
屋
伊
織
（28

／
玄
之
介
の
兄
弟
子
）、
玄
之
介
に
耳
打
ち
。

塩
屋
「
玄
之
介
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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玄
之
介
「
は
い
、
兄
貴
」

塩
屋
「
柳
屋
の
お
り
ん
か
ら
、
文
が
来
て
お
る
」

玄
之
介
「…

…

」

塩
屋
「
蘆
屋
殿
だ
。
懐
か
し
か
ろ
う
」

　
玄
之
介
、
唇
を
噛
む
。

○
９
　
玄
之
介
の
私
室
（
夜
）

　
夜
。
行
灯
。

　
玄
之
介
、
結
び
文
を
解
く
。

書
面
：「
久
し
ぶ
り
也
。
会
い
た
い
。
明
日
、
酉
刻
、
鴨
川
河
原
。
蘆
屋
」

　
さ
よ
、
襖
の
前
に
立
っ
て
い
る
。

さ
よ
「
旦
那
さ
ま
」

玄
之
介
「…

…

さ
よ
」

さ
よ
「
蘆
屋
さ
ま
、
で
す
か
」

玄
之
介
「
見
た
の
か
」

さ
よ
「
お
見
か
け
し
ま
し
た
。（
少
し
言
い
よ
ど
む
）

　
　
　
あ
の
方
は
、
薩
摩
を
脱
藩
な
さ
っ
た
と
」

玄
之
介
「
う
む
」

さ
よ
「…

…

お
会
い
に
、
な
る
の
で
す
ね
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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玄
之
介
「
旧
友
だ
」

　
さ
よ
、
し
ば
ら
く
沈
黙
。

さ
よ
「
ご
無
事
で
」

○
１
０
　
回
想
・
播
磨
国
の
田
舎
（
昼
）

　
幼
い
玄
之
介
（10

）
と
、
少
し
年
上
の
少
年
・
蘆
屋
（15

頃
）。

　
野
原
で
、
木
の
枝
を
振
っ
て
遊
ん
で
い
る
。

若
蘆
屋
「
玄
、
お
前
、
強
く
な
れ
」

幼
玄
之
介
「
う
ん
」

若
蘆
屋
「
俺
も
な
。
強
く
な
っ
て
、
世
の
中
、
変
え
る
」

○
１
１
　
鴨
川
河
原
（
夕
）

　
翌
日
、
酉
刻
（
夕
方
六
時
頃
）。

　
河
原
に
玄
之
介
。

　
遠
く
に
蘆
屋
。

　
二
人
、
距
離
を
詰
め
る
。

　
四
、
五
間
離
れ
て
止
ま
る
。

蘆
屋
「
久
し
い
な
、
玄
」

玄
之
介
「…

…

十
年
ぶ
り
、
か
」

蘆
屋
「
俺
は
、
薩
摩
を
出
た
」

玄
之
介
「
聞
い
た
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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蘆
屋
「
幕
府
は
、
も
う
も
た
ぬ
」

玄
之
介
「…

…
」

蘆
屋
「
お
前
の
腕
、
俺
た
ち
に
貸
せ
」

　
玄
之
介
、
首
を
振
る
。

玄
之
介
「
蘆
屋
、
俺
は
、
町
道
場
の
師
範
代
だ
。

　
　
　
門
弟
と
、
妻
と
、
娘
が
お
る
」

蘆
屋
「
知
っ
て
お
る
」

　
河
原
の
風
が
、
二
人
の
髪
を
揺
ら
す
。

蘆
屋
「
考
え
て
く
れ
」

　
蘆
屋
、
背
を
向
け
て
去
る
。

　
物
陰
か
ら
、
榊
原
左
近
（24

）
が
見
て
い
る
。

○
１
２
　
心
明
流
道
場
・
稽
古
場
（
夜
）

　
夜
稽
古
。

　
玄
之
介
と
塩
屋
の
立
ち
合
い
。

　
激
し
い
打
ち
合
い
。

　
竹
刀
で
は
な
く
木
刀
。

　
門
弟
た
ち
、
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
る
。

最
後
、
相
打
ち
。

今
津
「
そ
こ
ま
で
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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塩
屋
「（
息
を
切
ら
し
な
が
ら
）…

…

玄
、
お
前
、
一
段
上
が
っ
た
な
」

玄
之
介
「
い
や
、
兄
貴
の
方
こ
そ
」

○
１
３
　
玄
之
介
の
私
室
（
夜
）

　
玄
之
介
、
独
り
、
刀
を
抜
い
て
い
る
。

切
っ
先
を
行
灯
に
か
ざ
し
、
刀
身
を
眺
め
る
。

玄
之
介
「（
ひ
と
り
言
）…

…

蘆
屋
、
お
前
は
、
お
前
の
道
を
」

　
襖
の
向
こ
う
か
ら
、
ち
よ
の
寝
言
。

　
玄
之
介
、
刀
を
鞘
に
収
め
る
。

○
１
４
　
伏
見
・
茶
店
「
柳
屋
」（
朝
）

　
朝
の
柳
屋
。

　
お
り
ん
、
暖
簾
を
か
け
る
。

　
玄
之
介
、
通
り
か
か
る
。

　
お
り
ん
、
会
釈
。

お
り
ん
「
杉
田
さ
ま
、
あ
の…

…

」

玄
之
介
「
昨
日
、
会
う
て
き
た
」

お
り
ん
「（
小
声
で
）
蘆
屋
さ
ま
、
近
頃
、
お
命
を
狙
わ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
」

玄
之
介
「
誰
に
」

お
り
ん
「
見
廻
組
と
、
薩
摩
の
中
で
も
、
裏
切
り
者
と
見
る
者
が
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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玄
之
介
「…

…
」

○
１
５
　
二
条
城
付
近
・
町
中
（
昼
）

　
人
通
り
の
多
い
通
り
。

　
武
士
、
商
人
、
町
娘
、
僧
。

玄
之
介
、
歩
い
て
い
る
。

　
前
方
に
、
見
廻
組
の
一
団
。

　
玄
之
介
、
横
道
へ
避
け
る
。

　
路
地
の
奥
、
蘆
屋
が
立
っ
て
い
る
。

蘆
屋
「
玄
、
こ
っ
ち
だ
」

○
１
６
　
祇
園
・
裏
通
り
（
昼
）

　
裏
通
り
。

　
蘆
屋
と
玄
之
介
、
並
ん
で
歩
く
。

蘆
屋
「
俺
は
、
明
後
日
、
大
坂
に
発
つ
」

玄
之
介
「
大
坂
」

蘆
屋
「
薩
摩
藩
邸
か
ら
、
同
志
が
出
る
。
迎
え
に
行
く
」

玄
之
介
「…

…

護
衛
が
要
る
の
か
」

蘆
屋
「
お
前
に
は
、
頼
ま
ぬ
」

玄
之
介
「
蘆
屋
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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蘆
屋
「
た
だ
、
も
し
俺
が
戻
ら
な
ん
だ
ら
、
こ
の
書
状
を
、

　
　
　
俺
の
国
の
、
妹
に
届
け
て
ほ
し
い
」

　
蘆
屋
、
薄
い
書
状
を
渡
す
。

蘆
屋
「
頼
め
る
か
」

玄
之
介
「…

…

そ
れ
く
ら
い
」

○
１
７
　
心
明
流
道
場
・
稽
古
場
（
夕
）

　
玄
之
介
、
門
弟
の
稽
古
を
見
て
い
る
。

　
鹿
島
十
四
郎
、
気
合
を
入
れ
て
打
ち
込
む
。

鹿
島
「
セ
イ
ッ
！
」

玄
之
介
「
腰
が
浮
い
て
お
る
。
も
う
一
度
」

鹿
島
「
は
い
ッ
」

　
道
場
の
入
り
口
、
誰
か
が
立
つ
。

　
榊
原
左
近
（24

）。

　
玄
之
介
、
振
り
向
く
。

左
近
「
師
範
代
・
杉
田
殿
、
少
し
、
お
話
が
」

○
１
８
　
心
明
流
道
場
・
外
・
縁
側
（
夕
）

　
縁
側
。

　
玄
之
介
と
左
近
、
向
か
い
合
う
。

左
近
「
昨
日
、
鴨
川
で
、
貴
殿
は
脱
藩
者
・
蘆
屋
宗
次
と
会
う
た
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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玄
之
介
「…

…

旧
友
ゆ
え
」

左
近
「
幕
府
は
、
そ
れ
を
知
っ
て
お
り
ま
す
」

玄
之
介
「
で
、
ど
う
せ
よ
と
」

左
近
「
蘆
屋
の
所
在
を
、
お
教
え
く
だ
さ
い
」

　
玄
之
介
、
首
を
振
る
。

玄
之
介
「
知
ら
ぬ
」

左
近
「
知
ら
ぬ
、
で
は
通
り
ま
せ
ぬ
」

玄
之
介
「
さ
て
」

　
左
近
、
少
し
視
線
を
鋭
く
す
る
。

左
近
「
師
範
代
殿
、
貴
殿
に
は
、
妻
と
娘
が
お
ら
れ
る
」

　
玄
之
介
、
眉
を
ひ
そ
め
る
。

玄
之
介
「…

…

脅
し
か
」

左
近
「（
わ
ず
か
に
笑
う
）
そ
う
は
と
ら
れ
た
く
は
な
い
が
、

　
　
　
時
勢
は
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
」

　
玄
之
介
、
黙
っ
て
視
線
を
外
す
。

○
１
９
　
心
明
流
道
場
・
母
屋
（
夜
）

　
さ
よ
、
ち
よ
を
寝
か
し
つ
け
て
い
る
。

　
玄
之
介
、
そ
こ
へ
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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玄
之
介
「
さ
よ
」

さ
よ
「
は
い
」

玄
之
介
「
明
日
、
お
ぬ
し
と
ち
よ
を
、
播
磨
に
、
し
ば
ら
く
戻
し
た
い
」

さ
よ
「…

…

な
に
か
、
ご
ざ
い
ま
し
た
か
」

玄
之
介
「
う
む
」

　
さ
よ
、
ち
よ
の
寝
顔
を
見
る
。

さ
よ
「
わ
か
り
ま
し
た
」

玄
之
介
「
す
ま
ぬ
」

○
２
０
　
心
明
流
道
場
・
玄
関
（
朝
）

　
早
朝
。

　
さ
よ
と
ち
よ
、
旅
装
束
。

玄
之
介
、
玄
関
に
立
ち
、
見
送
る
。

ち
よ
「
お
父
さ
ま
、
ま
た
」

玄
之
介
「（
か
が
ん
で
）
ち
よ
、
母
上
の
言
う
こ
と
、
よ
く
聞
い
て
」

ち
よ
「
は
い
」

　
さ
よ
、
頭
を
下
げ
、
出
発
。

　
玄
之
介
、
背
を
見
送
る
。

　
路
地
の
角
を
曲
が
る
と
こ
ろ
で
、
さ
よ
が
一
度
振
り
返
る
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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目
が
合
う
。

　
玄
之
介
、
軽
く
う
な
ず
く
。

○
２
１
　
山
中
の
街
道
（
昼
）

　
街
道
。
さ
よ
と
ち
よ
、
歩
い
て
い
る
。

　
人
夫
を
一
人
、
雇
っ
て
い
る
。

○
２
２
　
心
明
流
道
場
・
稽
古
場
（
朝
）

　
玄
之
介
、
門
弟
に
告
げ
る
。

玄
之
介
「
今
日
か
ら
三
日
、
稽
古
を
休
み
と
す
る
」

門
弟
た
ち
、
ざ
わ
つ
く
。

今
津
「
玄
之
介
、
何
が
あ
っ
た
」

玄
之
介
「
師
、
ご
相
談
が
」

○
２
３
　
心
明
流
道
場
・
母
屋
（
朝
）

　
今
津
平
八
郎
と
玄
之
介
、
二
人
き
り
。

玄
之
介
「
蘆
屋
宗
次
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
な
」

今
津
「
存
じ
て
お
る
。
お
前
の
弟
分
だ
」

玄
之
介
「
明
日
、
大
坂
へ
発
ち
ま
す
。

　
　
　
蘆
屋
の
護
衛
を
、
い
た
す
」

今
津
「…

…

脱
藩
者
に
与
す
る
は
、
道
場
の
名
を
落
と
す
」

玄
之
介
「
承
知
し
て
お
り
ま
す
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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今
津
「
そ
れ
で
も
、
か
」

玄
之
介
「
旧
友
を
、
見
殺
し
に
は
で
き
ま
せ
ぬ
」

　
今
津
、
し
ば
ら
く
沈
黙
。

今
津
「…

…

行
っ
て
ま
い
れ
」

玄
之
介
「
あ
り
が
と
う
、
ご
ざ
い
ま
す
」

今
津
「
た
だ
し
、
帰
っ
た
ら
、

　
　
　
道
場
の
立
て
直
し
は
、
ち
ゃ
ん
と
せ
よ
」

玄
之
介
「
は
っ
」

○
２
４
　
大
坂
・
蔵
屋
敷
前
（
昼
）

　
大
坂
。
薩
摩
藩
の
蔵
屋
敷
前
。

　
通
り
に
、
荷
車
。
町
人
。

玄
之
介
、
頬
被
り
を
し
て
、
物
陰
か
ら
藩
邸
の
出
入
り
を
見
て
い
る
。

　
藩
邸
か
ら
、
蘆
屋
と
西
郷
久
次
（38

）、
も
う
二
名
の
武
士
。

見
廻
組
の
張
り
込
み
が
、
遠
く
に
見
え
る
。

玄
之
介
、
静
か
に
尾
行
を
始
め
る
。

○
２
５
　
大
坂
・
裏
路
地
（
昼
）

　
路
地
で
、
見
廻
組
が
先
回
り
。

　
蘆
屋
一
行
、
挟
ま
れ
る
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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刀
を
抜
く
音
。

玄
之
介
、
屋
根
の
上
か
ら
飛
び
降
り
る
。

　
蘆
屋
の
横
に
立
つ
。

蘆
屋
「
玄
！
」

玄
之
介
「
話
は
、
後
だ
」

○
２
６
　
大
坂
・
裏
路
地
（
昼
／
殺
陣
）

　
斬
り
合
い
。

　
見
廻
組
８
名 vs 

玄
之
介
＋
蘆
屋
＋
西
郷
＋
藩
士
二
名
。

　
玄
之
介
、
次
々
に
相
手
を
斬
る
。

　
刀
の
音
、
ぶ
つ
か
る
鋼
。

西
郷
、
腕
を
斬
ら
れ
る
。

　
玄
之
介
、
背
中
を
庇
う
。

　
見
廻
組
、
四
名
が
倒
れ
、
残
り
が
退
く
。

蘆
屋
「
助
か
っ
た
、
玄
」

玄
之
介
「
早
く
退
け
」

　
蘆
屋
と
西
郷
、
藩
士
二
人
、
路
地
の
奥
へ
逃
れ
る
。

　
玄
之
介
、
追
っ
手
の
目
を
引
く
た
め
、
別
方
向
へ
走
る
。

○
２
７
　
大
坂
・
川
沿
い
（
夕
）

　
玄
之
介
、
走
り
に
走
る
。

　
川
沿
い
の
道
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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背
後
か
ら
、
左
近
と
見
廻
組
の
生
き
残
り
が
追
っ
て
く
る
。

左
近
「
師
範
代
殿
、
そ
こ
ま
で
ッ
」

　
玄
之
介
、
振
り
向
く
。

　
川
端
の
船
着
場
。

　
四
人
対
一
人
。

○
２
８
　
船
着
場
・
殺
陣
（
夕
）

　
夕
焼
け
。

　
左
近 vs 

玄
之
介
。

　
左
近
、
若
く
早
い
。

見
廻
組
の
二
人
、
先
に
玄
之
介
に
斬
り
か
か
る
。

　
玄
之
介
、
受
け
て
、
返
す
。

　
一
人
を
斬
る
。

左
近
、
冷
静
に
間
合
い
を
測
る
。

　
玄
之
介
と
一
対
一
。

左
近
「
流
派
は
」

玄
之
介
「
心
明
流
」

左
近
「（
ふ
っ
と
笑
う
）
拙
者
は
、
天
然
理
心
流
」

　
打
ち
合
い
。

　
鋼
の
ぶ
つ
か
る
音
。

　
川
面
に
、
夕
日
。

　
最
後
、
玄
之
介
が
左
近
の
小
手
を
打
つ
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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左
近
、
刀
を
落
と
す
。

左
近
「…

…
斬
ら
ぬ
の
か
」

玄
之
介
「
貴
殿
に
恨
み
は
な
い
」

　
玄
之
介
、
背
を
向
け
て
去
る
。

○
２
９
　
茶
店
「
柳
屋
」（
夜
）

　
京
に
戻
っ
た
玄
之
介
。

　
傷
だ
ら
け
。

　
お
り
ん
、
驚
い
て
奥
に
招
き
入
れ
る
。

お
り
ん
「
杉
田
さ
ま
！
」

玄
之
介
「
す
ま
ぬ
、
し
ば
し
、
匿
っ
て
く
れ
」

　
お
り
ん
、
う
な
ず
く
。

○
３
０
　
柳
屋
・
奥
座
敷
（
夜
）

　
町
医
者
・
藤
川
玄
庵
（60

）
が
呼
ば
れ
る
。

　
玄
之
介
の
傷
を
診
て
い
る
。

藤
川
「
貴
殿
、
運
が
よ
い
。
深
傷
ひ
と
つ
も
、
急
所
を
外
れ
て
お
る
」

玄
之
介
「
藤
川
先
生
、
蘆
屋
は
、
ど
う
な
っ
た
」

藤
川
「
聞
い
て
お
る
。
薩
摩
へ
、
無
事
、
落
ち
た
よ
う
だ
」

　
玄
之
介
、
深
く
息
を
吐
く
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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○
３
１
　
心
明
流
道
場
・
外
観
（
朝
）

　
道
場
、
入
り
口
に
見
廻
組
が
張
っ
て
い
る
。

今
津
平
八
郎
、
外
に
出
て
応
対
。

今
津
「
師
範
代
は
、
昨
日
よ
り
行
方
知
れ
ず
じ
ゃ
」

見
廻
組
・
一
「
嘘
は
い
か
ぬ
」

今
津
「
嘘
で
は
な
い
」

○
３
２
　
柳
屋
・
奥
座
敷
（
昼
）

　
玄
之
介
、
傷
が
ま
だ
塞
が
ら
な
い
。

　
お
り
ん
、
粥
を
運
ぶ
。

お
り
ん
「
塩
屋
さ
ま
が
、
お
見
え
で
す
」

　
塩
屋
伊
織
、
入
っ
て
く
る
。

塩
屋
「
玄
、
生
き
て
お
っ
た
か
」

玄
之
介
「
兄
貴
」

塩
屋
「
今
津
先
生
は
、
し
ら
を
切
っ
て
お
る
。

　
　
　…

…

が
、
見
廻
組
、
し
つ
こ
い
」

玄
之
介
「
ご
迷
惑
を
」

塩
屋
「
一
旦
、
京
を
離
れ
ろ
」

○
３
３
　
回
想
・
若
き
日
の
道
場
（
夏
／
昔
）

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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若
き
日
の
玄
之
介
（18

）
と
、
若
き
さ
よ
（17

／
武
家
娘
）。

　
縁
側
。

　
若
さ
よ
「…

…
武
士
の
、
剣
の
道
、
怖
ろ
し
い
で
す
か
」

若
玄
之
介
「
怖
ろ
し
い
。
だ
が
、
守
る
べ
き
人
が
あ
れ
ば
、
振
る
え
る
」

　
若
さ
よ
、
少
し
頬
を
染
め
る
。

○
３
４
　
鴨
川
河
原
（
深
夜
）

　
深
夜
。
河
原
。

　
玄
之
介
、
塩
屋
に
連
れ
ら
れ
、
舟
に
乗
る
。

塩
屋
「
大
津
ま
で
、
こ
の
舟
で
。

　
　
　
そ
こ
か
ら
陸
路
、
播
磨
へ
」

玄
之
介
「
兄
貴
、
す
ま
ぬ
」

塩
屋
「
妻
子
を
、
迎
え
に
行
け
」

　
玄
之
介
、
深
く
礼
。

　
舟
、
暗
い
川
を
下
っ
て
い
く
。

　
遠
く
、
京
の
町
明
か
り
。

○
３
５
　
播
磨
国
・
杉
田
の
生
家
（
朝
）

　
田
舎
の
茅
葺
き
屋
根
の
家
。

　
さ
よ
、
縁
側
で
ち
よ
と
昼
寝
を
し
て
い
る
。

　
ち
よ
、
七
歳
の
ま
ま
、
す
や
す
や
。

　
庭
先
に
人
影
。

　
さ
よ
、
目
を
覚
ま
す
。

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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玄
之
介
、
立
っ
て
い
る
。

さ
よ
「…

…

お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
」

玄
之
介
「
う
む
。
帰
っ
た
」

　
ち
よ
、
目
を
覚
ま
し
、
駆
け
て
く
る
。

ち
よ
「
お
父
さ
ま
ッ
」

　
玄
之
介
、
抱
き
と
め
る
。

　
裏
山
の
紅
葉
が
、
鮮
や
か
。

○
３
６
　
山
里
・
村
道
（
昼
）

　
数
日
後
。
村
道
。

　
玄
之
介
、
さ
よ
、
ち
よ
。

　
歩
い
て
い
る
。

玄
之
介
「
し
ば
ら
く
、
こ
こ
で
畑
で
も
耕
す
か
」

さ
よ
「
お
好
き
な
よ
う
に
」

玄
之
介
「（
笑
う
）
お
前
も
、
鍬
、
使
う
ん
か
」

さ
よ
「
覚
え
ま
す
」

　
ち
よ
、
先
を
走
っ
て
い
く
。

　
紅
葉
、
風
に
舞
う
。

○
３
７
　
京
都
・
心
明
流
道
場
・
稽
古
場
（
昼
／
後
日
）

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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京
都
、
半
年
後
。

　
明
治
を
迎
え
た
、
新
し
い
時
代
。

　
塩
屋
伊
織
が
宗
家
代
行
と
し
て
、
門
弟
を
指
導
し
て
い
る
。

門
弟
の
一
人
、
新
参
者
。

門
弟
「
先
生
、『
杉
田
玄
之
介
』
と
い
う
方
は
」

塩
屋
「（
稽
古
の
手
を
止
め
、
笑
う
）

　
　
　
そ
れ
は
な
、
伝
説
じ
ゃ
」

　
板
戸
の
隙
間
か
ら
、
秋
の
風
。

○
３
８
　
播
磨
国
・
田
ん
ぼ
（
夕
）

　
夕
焼
け
。

　
田
の
中
、
玄
之
介
、
鎌
を
持
ち
、
稲
を
刈
っ
て
い
る
。

遠
く
か
ら
、
さ
よ
と
ち
よ
が
握
り
飯
を
運
ん
で
く
る
。

さ
よ
「
お
疲
れ
さ
ま
」

玄
之
介
「
お
う
」

　
三
人
、
畦
道
に
腰
を
下
ろ
す
。

　
握
り
飯
を
頬
張
る
。

ち
よ
「
お
父
さ
ま
、
剣
、
も
う
や
ら
な
い
の
？
」

玄
之
介
「…

…

や
ら
ぬ
」

ち
よ
「
な
ぜ
」

これはサンプル脚本です　／　脚本　CineOps
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玄
之
介
「（
し
ば
し
考
え
）
鎌
の
方
が
、
う
ま
い
飯
が
食
え
る
」

　
さ
よ
、
吹
き
出
す
。

　
玄
之
介
も
笑
う
。

　
ち
よ
も
笑
う
。

　
夕
焼
け
、
家
族
を
赤
く
染
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
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